
⒌求値問題 
⑴1文字の求値問題 

①	
 条件式を整理して、右辺を

� 

や iだけの式にする。 

②	
 ①の式を 2乗する。 
③	
 ②の式を整理して、右辺を 0にする。 
④	
 与式を③の左辺の式で割る。 
⑤	
 ④の余りの式に条件式を代入する。 

⑵2文字の求値問題 
①	
 条件式の和･積を求めておく。必要によっては、差も求めておく。 
②	
 〔2文字の求値問題の公式〕を用いて、与式を和･積（･差）で表す。 
③	
 ①の値を②の式に代入する。 

〔2文字の求値問題の公式〕 
〈1〉  

� 

a2 + b2 = a ± b( )2 ∓ 2ab 
〈2〉  

� 

a3 ± b3 = a ± b( )3 ∓ 3ab a ± b( ) 
〈3〉

� 

a + b( )2 + a − b( )2 = 2 a2 + b2( )  
〈4〉

� 

a + b( )2 − a − b( )2 = 4ab 
※	
 三角比･三角関数の求値問題の公式は、基本的にはこれと同じだが、三角関
数特有の性質を使う公式もあるから注意すること。詳しくは、「解析編 第 3
章Ⅳ.⒎」を参照。 
※	
 〔2 文字の求値問題の公式〕〈3〉は、乗法公式の⑼と同じ。同様に〈4〉の
公式も乗法公式の〈10〉に同じ。 

⑶3文字の求値問題 
①	
 〔3 文字の求値問題の公式〕を用いて、条件式から

� 

a + b + c,  ab + bc + ca,  abcの
値を求めておく。 
②	
 〔3文字の求値問題の公式〕を用いて、与式を

� 

a + b + c,  ab + bc + ca,  abcで表す。 
③	
 ①の値を②に代入する。 
〔3文字の求値問題の公式〕 
〈1〉

� 

a + b + c( )2 = a2 + b2 + c 2 + 2 ab + bc + ca( ) 
〈2〉

� 

a3 + b3 + c 3 − 3abc = a + b + c( ) a2 + b2 + c 2 − ab − bc − ca( )  

 
 


